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核
兵
器
の
開
発
、
保
有
、
使
用
を
禁
じ
る

核
兵
器
禁
止
条
約
が
１
月
22
日
に
発
効
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
は
、
核
兵
器
の
使
用

が
武
力
紛
争
の
際
に
適
用
さ
れ
る
国
際
法
に

反
す
る
と
し
て
、
そ
の
開
発
、
保
有
、
使
用

な
ど
を
禁
じ
る
条
約
で
４
年
前
の
２
０
１
７

年
７
月
、
国
連
で
１
２
２
の
国
と
地
域
が
賛

成
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
時
、
日
本
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と

し
て
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る
一
方
、「
核
軍

縮
は
核
保
有
国
と
と
も
に
段
階
的
に
進
め
る

べ
き
だ
」
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
核
保

有
国
と
と
も
に
反
対
に
回
り
、
国
内
外
で
驚

き
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
ま
し
た
。 

条
約
は
50
の
国
と
地
域
の
批
准
が
発
効 

       

の
要
件
と
な
っ
て
い
て
、
昨
年
の
10
月
24

日
、
50
番
目
と
な
る
批
准
書
を
中
米
の
ホ

ン
ジ
ュ
ラ
ス
が
国
連
に
提
出
し
発
効
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

批
准
し
た
国
と
地
域 

批
准
国
を
批
准
し
た
順
に
並
べ
る
と
、 

ガ
イ
ア
ナ
、
タ
イ
、
バ
チ
カ
ン
市
国
、
メ
キ

シ
コ
、
キ
ュ
ー
バ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
、
パ
ラ
オ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
ウ
ル
グ

ア
イ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ク
ッ
ク
諸
島
、

サ
モ
ア
、
サ
ン
マ
リ
ノ
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
ガ
ン

ビ
ア
、
セ
ン
ト
ル
シ
ア
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、

南
ア
フ
リ
カ
、
パ
ナ
マ
、
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン 

       

ト
・
グ
レ
ナ
デ
ィ
ー
ン
、
ボ
リ
ビ
ア
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
キ
リ
バ
ス
、
ト

リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ

ュ
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
、
ラ
オ
ス
、
ド
ミ
ニ
カ
、

ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
、
パ
ラ
グ
ア

イ
、
ナ
ミ
ビ
ア
、
ベ
リ
ー
ズ
、
レ
ソ
ト
、
フ

ィ
ジ
ー
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ニ

ウ
エ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ネ
イ
ビ
ス
、
マ
ル
タ
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
ツ
バ
ル
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ナ
ウ
ル
、
ホ

ン
ジ
ュ
ラ
ス
、
ペ
ナ
ン
、
と
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
条
約
に
は
世
界
の
核
兵
器
の
９

割
を
保
有
す
る
ア
メ
リ
カ
と
ロ
シ
ア
、
さ
ら

に
中
国
な
ど
の
核
保
有
国
や
、
ア
メ
リ
カ
の

核
抑
止
力
に
依
存
す
る
日
本
な
ど
の
同
盟
国



◆時の動き 
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は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
＝
北
大

西
洋
条
約
機
構
の
国
々
、
ま
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

（
新
興
工
業
経
済
地
域
＝
旧
中
進
国
）
と
言

わ
れ
る
国
々
、
韓
国
や
台
湾
、
香
港
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
も
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
国
の
圧

力
や
日
本
の
よ
う
に
核
の
傘
に
あ
っ
て
モ
ノ

言
え
ぬ
国
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

核
兵
器
の
違
法
性
を
問
う
国
際
世
論
へ 

条
約
の
実
効
性
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
対
し
、
批
准
国
や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
条
約

の
発
効
で
核
兵
器
を
違
法
だ
と
す
る
新
た
な 

 

         

国
際
的
な
規
範
が
出
来
た
と
し
て
、
今
後
、

核
兵
器
の
違
法
性
を
問
う
国
際
世
論
の
流
れ

を
つ
く
り
だ
し
、「
核
兵
器
に
汚
名
を
着
せ

る
」
こ
と
で
、
核
兵
器
を
使
用
さ
せ
ず
核
軍

縮
を
進
め
さ
せ
る
圧
力
を
強
め
た
い
考
え
で

す
。 

 

関
係
者
の
期
待
の
声 

「
核
軍
縮
に
と
っ
て
新
た
な
ペ
ー
ジ
が
開

か
れ
た
」
と
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
フ
ィ
ン
事
務
局
長
。

核
兵
器
廃
絶
の
機
運
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と

に
期
待
を
示
す
。
同
じ
く
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
委
員 

川
崎
氏
は
「
核
兵
器
の
時
代
を
終
わ
ら
す
き

っ
か
け
に
な
る
」
と
述
べ
て
、
日
本
政
府
が

条
約
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
と
し
て
条
約
へ
の
参
加
の
姿
勢
を
示
す

べ
き
だ
と
批
判
し
て
い
ま
す
。「
75
年
た
っ

て
や
っ
と
祈
り
が
通
じ
た
」
と
喜
ぶ
の
は
カ

ナ
ダ
在
住
の
広
島
の
被
爆
者
サ
ー
ロ
ー
節
子

さ
ん
。「
日
本
が
批
准
し
て
い
な
い
の
は
恥

ず
か
し
い
。
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
核
兵

器
の
廃
絶
に
向
け
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」。

と
核
廃
絶
の
決
意
を
述
べ
る
の
は
80
歳
に

な
る
日
本
被
団
協
木
戸
事
務
局
長
で
す
。
広

島
の
被
爆
者
で
93
歳
の
阿
部
静
子
さ
ん
は

「
こ
こ
ま
で
生
き
て
い
て
、
叫
び
続
け
て
き

て
よ
か
っ
た
。
日
本
も
心
を
改
め
核
兵
器
廃

絶
に
向
け
て
立
ち
上
が
り
、
50
の
国
と
地

域
の
輪
に
入
っ
て
リ
ー
ド
し
て
欲
し
い
」
と

日
本
政
府
に
苦
言
を
呈
し
て
い
ま
す
。 

 

日
本
の
世
論
を
つ
く
る 

日
本
の
世
論
は
と
い
う
と
、
日
本
が
条
約

に
「
参
加
す
る
方
が
よ
い
」
は
59
％
で
、

「
参
加
し
な
い
方
が
よ
い
」
の
25
％
を
大

幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
（
朝
日
新
聞
）。
全

国
各
地
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
講
演
会

や
学
習
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
、
条
約
を
批

准
し
よ
う
と
し
な
い
菅
政
権
に
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
を
掛
け
て
い
ま
す
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

で
あ
る
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
の
傘
の
下
か
ら

脱
し
て
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
す
先

頭
に
立
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

（
お
た
ぎ
り 

ひ
ろ
し
） 

「核兵器禁止条約」のパネルアンケート

を市民に呼び掛ける甲斐市９条の会のメ
ンバーと筆者（右端） 


